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文法・訳読の必要性と教師の役割
本稿では英文精読・訳読を行うことによって英
語・日本語両方の言語能力を高めることができる
ことを、教室でのいくつかの実践例を示しながら
述べる。文章を読む力は大学での学習・研究に
とって欠かせないクリティカル・シンキングの基
礎の形成とその発展にとって欠かすことができな
い。このようなリーディングには文章中の個々の
文１）を文法的に読みこなす技術に加え、一つの文
を文脈の中でより深く理解する能力を必要とし、
それを可能にする訓練をしなくてはならない。
その訓練のために、短い文章の精読・訳読（in-
tensive reading and grammar translation）が有
効であることを示す。特に、大学１、２年生の場
合は英語力だけでなく、日本語の運用能力が十分
に備わっていない場合も多く見られ、そのような
学生は両言語の訓練が必要である。文法・訳読は
その二つの目的を達成するのに有効である。
ただし見過ごされてはならないのは、その活動
の中でどの単語を手がかりに文章から何を読み取
るべきかを導く教師の想像力がキーストーンにな
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要 約
英語が話せるという人が、動詞は全部現在形で、完了形はおろか過去形が使えない。関係
代名詞 whichの前にカンマを打つのか打たないのかがよくわからない。前者は通じればい
いレベルから脱却するために克服しなければいけないことこと、後者は英語の文章を書くた
めに必ず必要な知識である。これらを漠然とした経験や他者とのコミュニケーションを通し
て学ぶにはかなり時間がかかるであろう。特に後者は正書法の問題なので母国語話者でも構
文と意味を理解した上で、規則として学ばなくてはならない。こうした「文法」と呼ばれる
事柄はどこかの段階で教育されなければならないことは自明であるのに、その重要性は矮小
化されている。文法を学ぶことが悪いことだと思っている学習者さえいるが、それは全く誤
解である。本論では伝統的な文法教育、精読・訳読の復権をめざす試みであり、そのための
要点を実際の例をもとに述べる。そこに必要なのは教師の想像力（imagination）と創造力
（creativity）であり、それらに対して教師自身がクリティカルになることが必要である。
それはクリティカルな文法、精読・訳読学習を構成することと相補的な関係にある。また、
日本語を媒介とすることで日英両語の運用能力を高められることが期待できる。
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るということである。（Harada 2007）その導き
によって、学生は一つの小さな単語の意味から知
識と想像力の広がりの中に身を置くことができる
ようになる。逆の言い方をすれば、そのキース
トーンを欠いた精読・訳読はただ単に言葉の置き
換えに終始することになり、役に立たない言語学
習としてやり玉にあがることになる。この状況は
高度な英語運用能力の習得にとって必要不可欠な
文法の学習を矮小化する意見を育てることにな
り、英語教育にとって好ましいことではない。本
論の目的の一つは教師の努力によってその汚名を
払拭して、自信を持って精読・訳読学習を指導し
たいという点にある。
日本語のような広範囲な社会・文化活動の使用
に耐える言語を有する社会の中では、外国語（英
語）への依存度が低い分だけ、その学習は困難を
伴うが、逆に母国語を学習ツールとして使い、能
率的に外国語を学ぶことが出来るとも言える。高
度な英文を読むための文法の知識はその事柄の一
つである。２００９年３月に発表された新しい学習指
導要領では高等学校での「（英語の）授業は英語
で行うことを基本とする」と明記されたが、英語
での授業という束縛をすることで、せっかく資産
として持っている母国語の力を十分活用できなく
なるのではないかと懸念する。日本語で一言いえ
ばすむことをわざわざ時間をかけて英語で説明す
るのは非能率的だ。純粋に英語だけでを使った方
がよい活動と日本語を学習ツールとして能率良く
使った方がよい活動を使い分けることが肝要であ
ることは、実際に英語で授業をやると感じるであ
ろう。さらに、英語学習を通して日本語の能力を
高める機会が無くなってしまうことは由々しきこ
とである。他言語と並列に学習することにより国
語教育とは違った側面から日本語を学習できる可
能性、つまり言語学習の多様性が失われる可能性
があるからである。
以下では実際に教室で扱った三つの事例につい
て、そのキーストーンを示しながら指導上の留意
点を解説する。
キーストーン１：単語の意味を大切に読むこと
まず、以下の雑誌記事を読んでみよう。
Dolphins : Great Communicators
Sending a message, an Atlantic spotted dol-
phin calf, at right, presses its back against its
mother’s side. “This contact behavior may be a
mutual signal that everything is OK,” says
Kathleen Dudzinski, who began studying a dol-
phin population in the Bahamas as a doctoral
student at Texas A&M University in 1992.
She examines how dolphins communicate us-
ing body language and whistles, squawks,
clicks, and other vocalizations. To record their
signals and identify which individuals made
them, Dudzinski built a special housing for a
video camera with stereo hydrophones that she
uses while snorkeling.
(National Geographic Magazine, October1997)
これは、雑誌に掲載されたイルカの親子の写真
に付随する記事で、文章中にあるとおり、２頭の
イルカが体をつけて泳ぐ様子が写っている。この
文章からは、イルカのコミュニケーションの種類
について、下にまとめたような知識を得ることが
出来る。
このような読みが出来るのはなぜであろうか。
それは this contact behovior（３行目）と...and
other vocalization（７行目）がそれぞれ個別例
とその全体をさす語をつなぐ役割を果たしている
からである。そのような意識なしに、ただ単にこ
れを訳していたのではその読み取りが出来ない。
特にここでは、vocalizationという言葉がなじみ
のない単語なので、その「訳」に意識がとらわれ
Types of Dolphin Communication
Body Language Vocalization
Example :
contact behavior
Example :
whistles, squawks,
clicks
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がちだが、訳を追及してもそれがうまくいかない
ばかりか vocalizationとその前にある whistles,
squawks, clicksとの関係をとらえそこねてしま
う。このたった一つの otherという語をきちんと
理解すれば whistles, squawks, clicksはすべて
vocalizationであり、vocalizationはそのカバー
タームであることが分かる。そしておのずから、
訳を作り出すことが出来る。手持ちの一般向けの
学習英和電子辞典では vocalizationは動詞 vocal-
izeの下に、その名詞形として入っているが、訳
語は「言葉、音声、声に出すこと」と、どれもそ
のままここの訳語としては使えない。vocaliza-
tionが body languageと対になるものであるこ
とが解れば、対照となる表現として訳を作り出す
ことができる。body language＝身体言語、身体
表現／vocalization＝音声言語、音声表現のにな
るであろう。ここではイルカのコミュニケーショ
ンであることを考慮すると「言語」よりも「表
現」が良いのではないだろうか。身体表現対音声
表現となる。ここで otherをただ「そのほかの」
と訳して通り過ぎてしまうと、その語が個別例と
その範疇の関係を示す重要な役割を果たしている
ことを見落としてしまう。
この例によって、「訳」に対する批判や誤解に
ついて一言しなくてはならない。外国語学習活動
においては「訳」はしてはいけないのでもなく、
しなければならないものでもない。翻訳家の養成
ではない限り、「訳」とは別に学習の目標があ
り、それは単語・文の意味と文法をよりよく理解
することである。上の例では、単語 otherが作り
出す個別と一般の関係を理解することによって
vocalizationの適切な訳語が得られるが、これは
あくまで副産物であって、目標物ではない。ここ
に、訳して良い、悪いの問題は存在しないことが
理解できるあろう。一方、全く別の例場合には訳
をすることによってより良く文や文章の意味を理
解できることもあるであろう。しかし、ここでも
「訳」は目標物ではない。
イルカの文章の具体例に戻ると、初級のアカデ
ミックライティングでは、ここは vocalizations
such as whistles, squawks and clicksと書くであ
ろう。言葉を大切にして精読することにより、そ
のような他の表現の可能性やその広がりを学ぶこ
とが出来る。こうした表現と表現の関係を学習者
はしばしば「書き換え」として捉える。「...such
as...は...and other...を使って書き換えられる」の
ように。私はこの書き換えという捉え方、あるい
は公式化を好まない。なぜならば本来「理解」し
て「表現」されるべき言葉を、その二つを通り越
して、いきなり「作業」として結び付けてしまう
危険性があるからである。早くて便利な手法であ
るが、クリティカルシンキングのためには、この
飛び越された二つを大切にしなくてはならない。
ここで教師に必要とされる想像力は、イルカのコ
ミュニケーションの全体像を上の文章からとらえ
ること、そのためカギになる単語が otherである
ことの認識であり、それがキーストーンになる。
この意識があれば、「書き換え」作業を防ぐこと
ができるであろう。これは教師がしなくてはなら
ないクリティカルシンキングである２）。
キーストーン２：書かれていないことを考えるこ
と
これは英語検定試験では求められない力である
が、クリティカル・シンキングの根幹をなす能力
である。検定試験で求められるリーディングの力
は基本的に何が書かれているかが解ることであ
る。それがスピードとして求められれば、スキャ
ニングをすることになり、もう少し深いものにな
れば書かれていることから論理的に帰結される事
柄を導き出すことになる。いずれにしても答えは
一つであり、より良い答え、または一つの可能性
としての答えは存在しない。しかし、現実のリー
ディングではそれだけでは足りないことも往々に
してある。
次の新聞記事を読んでみよう。
[Therapy Dogs]
In training for the title of man's best friend
Once abandoned, these three dogs are now
being trained as therapy dogs at a facility in
Itami, Hyogo Prefecture. The program was
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started in 2003 by the Japan Rescue Associa-
tion to comfort children or help elderly people
feel more cheerful. Stray dogs and puppies
raised by homeless people are trained by asso-
ciation staffers to obey commands and to not
bark or bite. Ten dogs so far have been accepted
by nursing homes and kindergartens, with
eight more in training. (The Asahi Shinbun/The
International Herald Tribune 2005/09/26)
この文章には次のことが書かれている。
 セラピードックの役割・目的
 犬のトレーニングの目的・目標
 プログラムの今までの実績と現状
 犬の生い立ち・素性
上のことを問う質問は理解を助長しあるいはそ
れを確認するためにもちろん有効である。スキャ
ニングも使える基礎的な質問であるといえる。
このレベルの英文はあえて訳読をする必要はな
いかもしれないが、きちんとした文法の理解をし
て to comfort children or help elderly people feel
more cheerfulまたは to obey commands and to
not bark or biteが目的をあらわすことを理解し
なくてならない。そうしないと次の質問について
正しく考えることができない。これは書かれてれ
ていないことを問い、このリーディングを深める
キーストーンの質問である。
 このセラピードッグの訓練プログラムの背景
となっている社会の状況は何であると思われ
るか。
上の質問に対する典型的な誤った答えは、「○
○するため」というものだ。そもそも「ため」は
背景をあらわす表現になりえない。それは目的の
表現である。目的は小さな的のようにそこに向
かっていくところで、背景は大きく、広く存在す
るものである。この問いに答えるためには、「背
景」という語の意味を正しく理解したうえで、あ
るいは、上記のようなな単語の意味とイメージを
持ったうえで、「書かれていないことについての
思考」に進むことが必要である。この単語が持つ
イメージは英語でも日本語でも基本的に同じであ
るので、翻訳を通して両言語同時に言葉の訓練を
することもできる。
なぜこのような誤りをするのかといえば、「背
景」という言葉の意味を理解することを飛び越し
て、すぐ文章中に答えを探し始めてしまうからで
ある。そうすると、「捨て犬を救うため」「子供た
ちをいやすため」「高齢者を元気づけるため」な
ど、ちょうどよさそうなものが飛び込んで来て、
これを拾ってしまう。英語で答えるように求める
と同じことかもっとひどいことになる。「ため」
は上に抜粋したような to不定詞で表現される
が、背景を表現するには別の言い方をしなくてな
らない。英語で新しい表現を作るのは難しいか
ら、必ず文や句を引用しようとする。検定試験の
面接問題ではこれがうまく行き、該当個所にヒッ
トすれば、その質問の満点が取れることもある。
上の問いでは書いてないことを尋ねているのだか
ら、当たることはない。これは検定試験タイプの
訓練、あるいは内容理解のみにとどまる学習活動
の限界と弊害といえる。教師は自らの想像力に訴
えて、それを乗り越えるキーストーンとなる的確
な質問を、内容理解をしたその先に提示できるよ
う自らをトレーニングしていなくてはならない。
これも、教師に要求さるクリティカルシンキング
そのものであるといえる。
さらに付言すればこの質問は検定試験では尋ね
ることができない。なぜなら、書かれていないこ
とを答えなくてはいけないし、書かれていること
から推測してもその答えは一つではなく、よりよ
い答えも存在するからだ。逆の言い方をすれば、
検定試験のためのリーディングのトレーニングを
しているだけでは、上の問いに出会ったり、それ
を自問したり、またそれに答える機会がない。こ
れは教師にとっても同じことである。しかし、上
のような問いにかかわることはクリティカル・
リーディング／シンキングにとって非常に重要で
ある。なぜならば、これらは書かれいない（述べ
られていない）ところに創造力を働かせる活動
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（想像活動）だからである。検定試験タイプの学
習をしていると文章中に答えを探すことに慣れす
ぎてしまい、学習者は無反省にそれに突入してし
まう。
是非とも、精読・訳読のトレーニングを通して
「答え探し」のリーディングを卒業し、クリティ
カル・リーディングをしてほしいと思う。日本語
につても同様である。
キーストーン３：世界・社会についての知識の必
要性
あらゆる言語活動が世界についての知識やその
言語の社会的文化的背景に支られて成り立ってい
ることは、ここで再び言及するまでもないことで
ある。下に引いた文章はそのことが非常に短い文
章（写真の説明書き）に端的に現れている例であ
る。換言すれば、このような短い文章であっても
精読をすることによって、それを通して英語のみ
ならず言語の背景となっている世界の成り立ちに
ついて学ぶ機会を学習者に与えることができる。
次の文章は、National Geographic Magazine
に掲載された読者の投稿写真に対する説明書きで
ある。写真はインド、デリーの路上で売られてい
るレモネードのコップとその中のライムの果実を
透過光でとらた秀作である。
（http : / /ngm.nationalgeographic . com/your−
shot/top−shots−2007）
[Lemonade in Delhi, Indea]
Jen M. Chen/ San Diego, California
A lemonade cart in Delhi, India, tempted Jen
Chen, a communications engineer, but she did
not succumb to its refreshment. “Taking pre-
cautions with street foods,” she says, “I had to
be quenched by this photo instead.”
この文章は学習者にとって「読んだ、訳したけ
れどわからない」と感じる典型的な例であが、そ
れはなぜであろうか。それは、世界・社会につい
ての知識が乏しく、かつその知識を文章の意味内
容と結びつけることができないからである。
一方、英語でも日本語でも、読みになれてい
て、かつ豊富な世界・社会についての知識を持ち
合わせている読者は、文章を読んだときに、そこ
に書かれている内容と自分の知識を自然に結びつ
けることができる。
上の文章に対してはおおよそ次のような知識が
働くはずである。路上で売っている食べ物は注意
した方がよい、食べない方がよい。旅行者は飲み
水や飲み物に気を付けなくてなならない、生水は
もまない方がよい。インドを含むいくつかの国々
の旅行ガイドにはそのような注意が書かれてい
る。これらの知識が上の文章中の did not suc-
cumb to its refreshmentや Taking precautions
with street foodsと結びつけば、これらの語句が
「レモネードを飲まなかった」という事実を表現
していると理解できる。さらに、カメラの性能が
良くなったとはいえ、いい写真はなかなか撮れな
い。quenched by this photo insteadは「飲まな
かったという」事実の言い換えであることに加
え、写真を撮る苦労が報われたことに対する大変
気の利いた表現であることも感じ取ることができ
るであろう。
あらゆるリーディングにおいてさまざまな世界
についての一般知識が使われているが、その事実
とその知識の内容についてクリティカルであるこ
と、つまりそれを意識し活用することが教師に求
められる力であり、それなしに学習者をクリティ
カル・リーディングへと導くことはできないので
ある。
終わりに
英語教育関係の学会に赴くと、そこはインター
ラクティブ、コミュニカティブな教授法にあふれ
ていて、有名な研究者が招聘され講演をしてい
る。中には、「未だに文法を教えているのか」と、
揶揄するような発言をする講演者もいて、そんな
発言に聴衆がどっと沸くこともある。筆者は「だ
れが文法を教えてると思ってるんだ」と叫びたく
なる。そんな状況の中で、後ろめたい気持ちを抱
きながら大学生に訳読法で授業をやって久しい。
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自分の英語学習の経験からすると絶対に抜かして
はいけないプロセスであると確信できる。高等学
校のリーダー、サイド・リーダーを苦労して読ん
だおかげで今英語が読めるのだ。ハリー・ポッ
ターの中に、当時習った had ... scarcely ... when
という表現を見つけた。手持ちの電子辞書ひくと
載っていない。教室で習ったり、文法の参考書を
見なかったら、いったいハリー・ポッターをどう
やって読むのだろうか。no more ... thanを使っ
た「鯨の文」もちゃんと出てくる。そういうもの
がいくらでもある。「こんな表現は古い」などと
一蹴してしまう人たちは、たくさん英語を読んで
いないだけなのではないかと思う。授業をやって
いるうちに後ろめたさは消え、次第に自信になっ
てきた。参考文献に挙げた齋藤兆史の新聞記事も
私の自信を後押ししてくれた。そして何よりも、
私の訳読授業を受けて嫌いだった英語が好きに
なった学生がいることが、授業評価を通してわ
かったことが大きな励みになっている。無論、私
の授業に批判的な学生もいることも事実である
が、訳読そのものに対する否定的な意見は非常に
少ない。
学生は高等学校で訳読をやっているはずなのに
いったいどこが違うのかと考えるようになったこ
とが、本論の出発点になっている。いちばんの違
いは、私の場合、自分で読んでおもしろいと思っ
たものを読んでいること。さらに、理解のための
質問や作業課題をゼロから作っていることにある
のではないかと思った。その中で私自身の想像力
（imagination）と創造力（creativity）が開発さ
れたと感じることができる。上にあげた三つの教
材はそうして得られたものであり、その中の重要
と思われる要素を分析・抽出したものがそれぞれ
のキーストーンということになる。
高等学校の教科書では与えられた文章と文法事
項をこなして行かなくてはならないので、私がで
きるような自由な作業が極端に制限され、困難が
伴うであろうが、本論では、世の中にあるごく短
い文章を用いても、広がりのある豊かな学習をす
ることができることを示した。教師が教科書の世
界から出ないとすると、教師の英語力は教科書レ
ベルにとどまったままであるという恐ろしい事態
に陥ってしまうであろう。教師の教材を探す力
と、その機会が保証されることも、教師の能力開
発に不可欠であることを最後に付言しておきた
い。
註
１）本稿では、「文」を文法的単位としての文（英
語で「センテンス」にあたるもの）、その集
合体を「文章」として使う。大まかに言えば
読むための記事は文章である。文章中で特に
意味のまとまりとしての文の集合体（部分ま
たは全体）をさして言うときは「パラグラブ」
を使う。
２）Harada（２００５）は自らの教材開発により、
日常の教育活動の中で教師に求められる想像
力向上をめざす方法についての一提案。この
提案にもとづけば、教師が学習者に次のよう
な質問を発することにより、自身の想像力を
高めることができる：イルカの body lan-
guageには他にどのようなものがあるか考え
よ、イルカの vocalizationには他にどのよう
なものがあるか考えよ。この問いは同時に次
のキーストーン２で述べる、「書かれていな
いことを考える」活動を導く種類のものでも
ある。
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Critical Reading through Intensive Grammar Translation
for English and Japanese Proficiency and the Importance
of Teachers’ Roles
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Abstract
This article emphasizes the value of intensive reading for enhancing language profi-
ciency in both English and the native language, which is essential to critical thinking for
advanced academic achievement. This involves pragmatic skills of reading on one hand,
and it also requires deeper understanding of each sentence in the text. I found out that
short intensive reading through grammar-translation method is very effective in achiev-
ing this goal. Since lower-year college students sometimes lack knowledge and skills not
only in English but also in their native language, they need training in both languages.
Translation helps achieve this double goal. One must not forget the teachers’ guidance
questions after intensive reading are keystones for the success of this teaching. They will
guide the students from the meaning of a small word to the wide expanse of knowledge
and imagination. It must also be emphasized, at the same time, that the teachers are able
to enhance their creativity and imagination by engaging in this style of teaching.
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